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須賀川市立第二小学校だより 

 

 

新年あけましておめでとうございます。 

旧年中は本校の教育活動に対しご理解とご協力をいただき、誠にありがとうございました。本年も

ご支援のほどよろしくお願いいたします。 

今年は十二支の９番目の干支「申（さる）」年です。「申」の意味は「伸ばす」で、「草木が十分

に伸びきった時期で、実が成熟して香りと味が備わり固く殻におおわれていく時期」をいいます。子

どもたちにとって大きく成長し躍進する年であって欲しいと思います。 

さて、この３学期は、本校にとっても特に節目の学期となります。６年生には小学校最後の学期で

あるばかりでなく、３月には新校舎への引っ越しが予定されおり、４０数年間にわたって素晴らしい

卒業生を輩出してきた校舎ともお別れの学期となるからです。 

子どもたちが、「これまで成長できたのは、たくさんの人に支えられ、この校舎があったから」「新

校舎を作るために多くの人達が一生懸命働いてくれている」という感謝の気持ちを持ってこの３学期

を過ごしてほしいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 
 

 
 
 

すこやか北星 

３学期は、学年の締めくくりとなります。これまで身に付けてきた力を更に確かな力として高

めていき、次の学年につなげてほしいと思います。 

特に６年生は、小学校生活最後の学期となります。自信をもって中学校に進学できるよう小学

校のまとめをしっかりとやり遂げてほしいと思います。残り少ない３学期を二小の６年生として

の自覚をさらに高めて、下級生の模範となるよう毎日の生活に努力してください。５年生は、そ

れを手本としながら、４月からの学校のリーダーに向けて、６年生からのバトンをしっかりと引

き継いでください。 

 それから、１年生から４年生の皆さんも、これから一つ上の学年になるための準備として、ど

んなことを頑張ろうか、これまでの自分の足りなかったところはどこかを考え、それらを毎日や

り通すという強い心をもって生活してほしいと思います。 

最後に、３月には、皆さんが心待ちにしていた須賀川二小の新校舎が完成し、引っ越しをする

ことになります。 

皆さんが使っているこの校舎は４０年前に完成しましたが、あと２か月余りでこの校舎ともお

別れです。今までお世話になってきた校舎と新しい校舎を皆さんのために一生懸命作ってくれて

いる人たちへの感謝の気持ちを忘れず、寒さに負けないように心も身体も健康な３学期にしてい

きましょう。                       ※３学期始業式校長式辞から 
 

  
８日（金）元気に登校する子どもたち 第３学期 始業式 新年の目標をもって 



 

 

 

 

 

 

 

 

「２学期にがんばったこと３学期にがんばりたいこと」 ３年２組 後藤 亜由香 
 
私が、２学期にがんばったことは算数です。私のめあては、１年生の１学期、２学期、３学期、２年生

の１学期、２学期、３学期、３年生の１・２学期、ずーっと算数でした。 

３年生になると、わり算、重さ、分数など新しい勉強がでてきたので、その学習の目あてを立てて、が
んばろうと思い、自主勉をしました。自主勉をすると、今まで分からなかったことやできなかったことが、
いろいろと分かるようになって、できるようになりました。自主勉を通して、算数はできると楽しいんだ
なあと思うようになりました。 
これからも、自分でもんだいを考えて、自主勉を一生けんめいやりたいと思います。 
冬休みは、家のおおそうじをやりました。まどガラスをみがいたり、ぞうきんがけをしました、あとは、

ふとんをほしたり、げんかんをそうじしたりしました。おおそうじがおわると家中ピカピカで、すごく気
もちがよかったです。これからも、家をきれいにそうじして３学期も進んでお手伝いをたくさんしようと
おもいました。 

家庭学習の習慣化と授業の充実は車の両輪  「家庭学習の手引き」の活用を！ 
 

家庭学習の習慣化を図ることは、子どもたちが生涯にわたって学習しようとする意欲や学習

の進め方を習得するうえで大切なことです。また、子どもたちが学校で学習した内容をより確

かに定着させていくうえでも家庭学習は欠かせません。全国でもトップクラスの学力を維持し

ている秋田県では、「継続して学習する力」をつけさせるに「家庭学習を習慣づける」ことに力

を注いできたことは有名です。 

 さて、本校の家庭学習の習慣化についての実態は、１０月に実施した「学校教育に関するア

ンケート（全校保護者）」から、約２０％が「家庭学習の習慣化が図られていない」との回答が

あり、特に低中学年でなされていない割合が多いとの結果でした。 

 本校では「家庭学習の手引き」を低学年・中学年・高学年用のものを作成しました。各学年

の学習の内容や方法、保護者の役割等も記載しています。１２日付けで配布させていただきま

した。是非活用してください。 

家庭学習の習慣化は、いつの時代でも、どの学校でも難しい問題です。休みたい、テレビや

ゲームをしたい・・欲望との戦いです。そこで葛藤が生じます。家庭での子どもの様子を見て

いると、歯がゆい場面もあるかもしれませんが、しっかり見て、そっと励まし、ほめ、認める

ことで子どもたちの学習をサポートしていただければと思います。やさしい言葉が子どもの心

に力を与えます。 

私たち教職員は、全力で授業の充実に努めます。ともに力を合わせて子どもたちの学力向上

を目指しましょう。 

 

そして、私が３学期に学校でがんばりたいことは
「なわとび記録会」です。長なわを、みんなで３００
回とぶことを目指したいです。２年生のときには、私
のクラスは学年で１位になることができました。それ
は、２２４回もとぶことができたからです。だから、
３年生では３００回を目ひょうにしたいです。 

一人でとぶしゅもくは、あやとびを、３分間でれん
ぞくして２０回をとぶことを目指して練習をがんば
りたいです。  ※始業式で発表する後藤亜由香さん→ 

 

 
  最後のミニコンサート ６年３組 関根 凜花 
 
今回のミニコンサートでがんばったことが一つあ

ります。それは、表現です。今回のコンサート曲はよ

り多く表現力を使いました。そして曲の速さなどを意

識しました。 

たくさんの人達に聴いてもらえてうれしかったし、

がんばることができました。私達が引退すると人数が

減ってしまい心配ですが、こうはいのみなさんには、

これからもがんばってほしいです。     

昨年の１２月１６日に実施したミニコンサート⇒ 
 


